
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

多
少
の
修
正
な
加
へ
ぬ
る
も
の
、
三
塁
に
佳
瀞
紙
史
の
意
義
、
隠
代
疑
分
、

及
び
各
辱
代
の
特
聚
轟
り
・
第
二
f
杷
に
於
て
氏
紳
の
起
源
、
鯉
成
立

の
聾
唖
大
化
改
赫
が
古
來
の
風
讐
遷
し
籍
説
き
・
第
三
舞
鑑

む
　
む
　
む
　
り

と
の
交
渉
に
は
、
醸
佛
二
敏
及
陰
陽
道
と
の
交
渉
な
観
罪
し
て
、
蜂
鳥
習
合

説
の
趨
因
に
山
林
料
緻
の
風
の
看
過
す
べ
か
ら
ざ
ゐ
を
指
摘
し
、
第
四
恥
澄

む朝
に
に
、
此
時
期
に
代
り
て
現
は
れ
し
淋
．
延
喜
の
剛
、
二
十
二
祉
の
駿
生

な
翫
き
、
瀞
融
の
赴
曾
的
独
走
に
圏
し
て
は
そ
が
領
地
の
贋
大
、
紳
人
衆
徒

の
螢
魔
に
よ
り
て
融
曾
の
一
勢
力
と
な
り
、
交
睡
機
關
．
都
市
の
駿
蓮
に
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

ぜ
し
事
な
注
意
し
，
第
五
蝕
倉
時
代
に
於
て
は
、
武
家
の
敬
淋
な
以
て
治
罎

の
要
道
と
ぜ
し
事
鳶
翻
承
久
、
弘
安
繭
役
に
於
げ
る
杜
家
の
活
動
な
叙
し

　
　
む
　
り
　
　
　
　

舞
六
右
向
時
代
に
て
は
怨
璽
の
智
玖
隠
恐
れ
一
恵
怨
界
の
傾
向
な
寵
し
％
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

就
寺
の
導
流
上
の
県
愚
な
読
明
し
、
第
七
織
繋
時
代
に
は
秀
吉
の
大
祉
家
に

嘉
す
る
方
針
ほ
聾
所
領
な
赤
め
て
吉
來
蓄
積
ぜ
し
磁
力
か
亡
失
ぜ
し
め
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

ぜ
り
と
書
ひ
、
館
八
鎌
倉
及
び
室
町
樽
代
ド
於
り
る
輌
道
號
の
雛
蓮
に
關
し

て
は
、
習
合
親
の
二
成
と
典
に
短
俗
的
に
布
術
し
た
ろ
試
み
あ
り
し
な
示
し

雨
蔀
器
量
、
御
流
淋
道
，
伊
勢
榊
滋
、
吉
田
紳
滋
、
法
華
憩
滋
等
の
興
隆
ぜ

し
趨
勢
や
海
嶺
し
、
從
來
の
偶
者
融
臓
の
爾
派
の
外
更
に
隠
亡
な
主
と
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む

傾
向
な
生
ぜ
り
と
し
，
第
九
第
丁
江
戸
時
へ
に
て
は
、
朱
母
地
の
地
方
分
布

よ
り
次
で
之
を
他
に
瀞
趾
淋
魔
の
管
理
、
　
淋
虹
…
訊
畷
趨
の
概
況
な
蓮
べ
、
智

識
険
級
り
婆
求
に
謄
宰
べ
き
儒
家
牌
泌
の
外
、
極
め
て
卑
近
な
る
形
式
の
下

　
　
　
　
第
凶
巻
　
　
紹
　
　
　
介

に
曇
現
ぜ
し
修
瞼
痕
、
富
↓
講
”
御
嶽
行
者
に
注
意
し
た
ろ
等
。
古
來
の
憩

砥
に
弄
す
る
事
項
の
、
漿
隼
、
清
長
、
陸
夷
た
政
治
上
の
事
情
と
瓶
會
丈
化

の
懐
展
の
ユ
よ
リ
講
説
し
六
リ
。
本
丈
重
版
断
八
二
頁
鍛
葉
の
圖
版
を
挿
入

し
、
誓
事
に
引
す
ろ
諸
卸
量
、
索
引
を
添
へ
れ
寧
。
（
野
州
書
院
彼
行
．
債
．

「　
一
、
五
〇
）
〔
中
村
〕

　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
り
　
　
　

　
　
　
　
爾
溝
鮮
地
理
歴
災
研
究
工
銭
第
五
東
京
帝
國
大
館
丈
科
大
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
む
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
本
警
α
敗
む
る
所
の
論
丈
凡
て
五
項
、
芙
の
一
高
麗
成
宗
朝
に
於
σ
る
汝

　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
タ
　
む

磁
【
ム
ぴ
契
舟
と
の
瀾
…
係
（
池
内
宏
V
に
章
葎
定
宗
以
後
の
姦
曲
経
略
と
成
宗

の
初
年
の
問
題
、
契
舟
の
女
眞
征
伐
，
契
舟
の
高
麗
帳
簿
と
鴨
維
江
東
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ゆ

厩
の
確
定
の
三
段
に
分
ち
て
論
蓮
し
、
共
の
二
丁
靱
考
（
箭
内
互
）
は
絡
書
、

険
山
の
樋
靱
．
興
安
最
手
の
撞
靱
、
轍
烈
と
燵
戦
、
阻
あ
と
権
難
、
瓢
縫
粗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

と
自
忽
縫
靱
、
婚
期
鵬
翼
の
外
に
、
附
錐
と
し
て
の
円
一
教
理
琳
考
な
添
へ
，
其
の
三
北
朱
の

　
り
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

封
契
丹
防
備
と
茶
の
利
用
（
県
史
笹
）
に
序
訊
、
茶
と
唐
宋
の
経
濟
界
，
麿
末

の
茶
寮
、
北
宋
勧
世
の
権
粂
法
一
北
采
申
世
の
税
茶
法
、
瀞
宗
以
後
の
茶
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む
　
り
　
む
　
む

の
各
掌
な
立
で
・
其
の
利
用
方
法
な
論
じ
、
其
の
四
品
の
制
度
¢
二
覇
体
系

（
津
田
左
右
吉
）
に
緒
言
．
契
丹
人
の
部
族
制
度
，
漢
人
の
弼
際
赫
度
、
行
宮

に
於
け
る
二
輪
体
系
、
中
央
政
府
に
於
け
る
二
重
体
系
、
南
窟
官
と
契
丹
人

の
各
章
の
外
に
添
輩
氏
及
ぴ
遼
室
の
麗
先
に
關
す
る
傳
読
、
．
瑠
律
氏
及
び
驚

氏
、
行
宜
の
性
質
の
豊
漁
奮
す
・
其
の
五
、
紳
駕
勲
下
柳
蚕
聖
⑳

　
む
　
む
寒
湿
三
（
池
内
宏
）
は
前
々
同
よ
り
の
緻
稿
に
し
て
践
に
は
主
と
し
て
建
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ミ
號
　
　
一
五
一
　
（
五
〇
五
）



第
・
四
巻
　
　
紹

介

左
衛
と
楊
幽
塔
兀
存
識
蓮
ず
う
に
努
め
詩
講
評
三
木
児
の
腎
音
會
淺
往
↑
其

の
事
情
。
建
州
衛
の
婆
猛
沈
移
韓
、
暢
太
塔
兀
に
還
す
る
明
の
招
論
、
木
講

話
の
且
弼
移
管
、
暢
木
塔
兀
の
遡
行
に
蜀
す
ろ
明
の
推
刷
．
猿
樽
帖
氷
見
父

子
の
横
死
の
講
事
情
か
調
強
し
ぬ
り
。
侮
残
煙
朝
莇
後
面
牝
纏
略
騨
宋
鋤
契

丹
の
戦
略
地
理
回
な
添
ふ
。
（
非
難
品
。
蹴
京
丈
科
大
學
登
行
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
う
　
む
　
り
　
ゆ
　
ロ

　
　
　
　
⑭
東
洋
歴
史
甥
成
　
全
三
冊
　
　
　
　
　
櫻
井
暗
太
郡
編

　
從
來
東
洋
史
に
噛
す
る
二
二
的
研
究
の
焚
表
は
斯
道
二
一
に
多
く
見
る
も

中
等
諦
磯
之
の
東
洋
史
敬
授
の
謬
三
二
と
し
て
、
二
叉
｝
般
的
の
讃
物
と
し

て
公
刑
ゼ
ら
れ
た
る
も
の
極
の
て
稀
な
り
き
。
本
書
け
其
の
饒
隅
を
補
は
む

と
し
て
編
纂
也
ら
れ
た
る
彪
大
な
ろ
東
洋
皮
に
し
て
、
興
の
認
載
の
詐
細
に

著
れ
ろ
と
斯
墨
に
識
す
る
玉
門
學
者
の
諸
…
説
を
綱
羅
肇
酌
ぜ
る
と
の
黙
に
於

て
は
正
に
窒
前
の
大
編
纂
物
と
謂
ふ
べ
く
や
編
者
の
苦
心
の
存
す
る
所
阻
凋
に

尚
買
賛
に
臨
鴨
ψ
9
べ
き
な
り
。
　
全
W
即
ナ
下
中
【
一
一
巻
に
分
れ
、
無
脚
紙
航
鰍
二
千
七
百
億
岬

買
ハ
に
上
り
、
　
編
存
山
元
つ
る
こ
と
五
、
　
識
皐
ん
・
分
つ
・
、
と
二
冒
H
二
十
八
、
　
緬
印
布
・
山
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

つ
る
こ
と
一
千
二
百
＋
六
、
ま
讐
賦
三
桑
五
帝
時
代
に
起
筆
し
で
、
三
園
の
世

　
　
　
　
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ

に
至
重
1
、
巾
倦
ぼ
共
の
後
な
憂
け
’
、
唐
9
3
末
世
に
黙
し
、
下
巻
α
辺
に
申
皐

民
國
時
代
に
及
ぶ
。
其
の
既
に
聚
表
ぜ
ら
れ
た
る
斯
學
專
門
雄
者
の
説
は
殆

ん
ど
緯
羅
引
用
ぜ
ざ
る
無
く
、
大
休
に
着
て
古
代
に
略
し
、
最
近
に
至
る
に

從
び
、
吹
第
に
詳
蓮
ん
、
加
…
ふ
ろ
も
の
、
鄭
し
。
而
も
我
が
國
奥
と
蜜
接
の
…
闘

係
の
存
す
ろ
支
那
及
び
印
度
の
上
古
と
支
那
り
中
古
と
ほ
特
測
の
注
意
乃
彿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
酬
ミ
號
甲
　
　
　
一
目
甑
二
　
　
（
五
∩
）
山
ハ
）

　
　
や
び
て
執
筆
し
，
無
我
が
制
度
風
俗
の
基
と
な
り
し
支
那
巾
古
の
風
俗
，
特
に

誌
代
の
制
度
等
α
比
較
的
詳
蓮
に
努
め
、
之
に
反
し
て
吏
實
に
当
て
人
擁
問

顯
の
如
斗
、
專
門
學
者
の
問
に
論
争
の
種
と
な
れ
ろ
磯
題
賃
親
切
に
共
の
異
説

な
も
列
墾
し
㌃
極
め
て
公
単
濾
健
な
ろ
設
の
器
用
恥
試
み
、
努
め
て
一
家
言

に
偏
す
る
の
弊
な
遽
け
た
る
華
華
の
態
渡
拭
之
な
熟
む
者
の
署
し
て
留
慮
す

べ
・
き
鰍
…
双
ろ
べ
し
、
　
要
す
る
に
既
の
魏
の
醜
刊
編
賀
品
物
中
に
於
て
け
n
確
に
烹
日

眉
距
る
の
榮
懸
な
荷
ふ
べ
き
も
の
な
れ
ば
三
章
な
み
支
那
書
籍
径
識
破
す
ろ

の
勢
に
噛
へ
ざ
る
非
專
問
三
者
に
取
り
て
は
三
三
の
束
洋
史
に
し
て
、
淘
に

集
成
の
名
に
耽
ぢ
す
と
謂
つ
べ
き
な
り
。
幽
し
其
の
記
託
す
る
所
に
し
て
、

時
に
或
ρ
μ
紙
筒
人
に
解
し
得
ざ
ろ
静
醐
三
三
…
キ
・
に
し
も
あ
ら
す
・
、
懸
一
へ
ば
周
の
螂

ぜ
し
囎
邑
を
ば
豊
と
し
て
志
し
、
芙
の
談
顧
に
非
ざ
る
証
左
に
ほ
特
に
振
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

名
為
L
朋
へ
で
、
之
な
レ
イ
と
讃
差
し
め
あ
ろ
が
加
押
寄
」
耽
（
り
一
…
物
し
な
り
、
「
讃
者
宜

し
窪
評
す
べ
し
禽
附
臥
し
て
添
へ
ぬ
る
ゆ
謬
転
身
雛
都
麺
紳

む
　
む
　
し

問
題
蟻
は
受
験
者
の
便
盆
に
資
マ
る
灰
藍
し
少
な
か
ら
ざ
る
べ
し
。
（
完
蟹

上
巻
三
、
五
〇
山
亭
三
、
入
○
下
懸
四
、
0
0
隆
交
舘
事
書
株
式
會
冠
骸
行
）

　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
⑭
満
蒙
鍛
書
第
一
巻
（
“
漁
ミ
臆
志
葛
巻
之
首
至
仁
之
十
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
丈
繊
雲
士
　
内
藤
虎
次
郡
輯

　
古
察
土
壁
の
奥
遜
と
し
て
蝿
限
の
富
源
隣
…
藏
也
ろ
浦
隷
の
地
か
、
近
く
世

界
潮
強
物
國
の
深
昏
注
意
な
漁
が
れ
．
つ
♪
の
る
今
肩
、
細
り
満
洲
が
兜
顔
、

魯
羅
二
王
朝
の
小
鮮
地
と
し
て
、
蕩
叉
蒙
古
か
勾
双
突
厭
諸
族
の
軍
テ
可
汀



の
興
亡
地
と
し
て
東
洋
史
上
に
重
大
な
る
意
義
な
有
す
る
の
み
な
ら
す
、
正

に
現
在
世
界
纒
濟
戦
畢
上
の
箏
奪
…
封
象
地
と
し
て
殊
に
吾
人
日
本
人
に
は
看

過
－
重
く
べ
か
ら
ざ
ろ
の
地
域
翻
り
。
加
之
交
蓮
機
關
の
設
備
は
H
一
日
力

一
月
と
横
張
ぜ
ら
れ
て
奄
々
東
亜
の
大
勢
に
歪
重
の
關
係
累
慧
起
ぜ
し
め
つ

」
あ
ろ
は
A
ユ
堤
暇
々
の
辮
な
要
ゼ
ざ
ろ
納
、
然
れ
ば
之
ん
・
歴
坦
上
よ
り
研
究

ぜ
む
と
す
ろ
者
に
於
て
は
言
ふ
な
須
ひ
す
、
之
が
雲
気
上
の
實
射
爆
値
冷
調

査
し
、
我
が
邦
勢
力
の
蛋
展
の
一
端
に
資
ぜ
む
と
す
る
者
に
も
、
深
く
歴
典

的
に
満
謙
古
今
情
勢
推
啓
織
磐
纒
の
迩
を
察
す
ろ
の
必
要
あ
ろ
べ
く
、
摯
理
と
・

實
際
と
相
待
ち
て
㎞
躰
の
㎞
開
殺
け
n
始
め
て
爲
さ
ろ
べ
再
、
な
り
。
　
穴
脳
取
融
u
は
内
藤

博
士
が
其
の
二
十
蝕
年
下
苦
心
蒐
集
ぜ
ら
れ
診
る
満
貫
研
究
史
牌
に
就
き
て

即
く
溝
轍
研
究
の
學
者
、
純
世
家
の
欝
に
編
纂
ぜ
ら
る
・
も
の
に
し
て
命
じ

て
満
蒙
叢
書
と
田
ふ
。
戯
具
の
選
定
に
総
イ
、
惇
士
自
ら
典
の
勢
奄
取
ら
れ
、
向

ふ
三
者
年
な
以
て
一
期
と
な
し
、
毎
年
八
燐
都
合
黒
雲
母
な
刊
行
ぜ
ら
れ
む

と
で
。
．
廊
し
て
其
の
第
…
巻
と
し
て
本
年
三
月
公
刊
ゼ
ら
れ
た
る
も
の
に
に

張
家
日
，
濁
石
口
、
多
露
盤
癖
三
旛
地
誌
の
専
書
－
、
て
て
直
隷
分
守
口
北
道

金
志
草
の
撰
に
係
る
口
北
置
願
志
な
妬
め
た
リ
。
n
北
三
遍
の
地
は
溝
朝
興

隆
に
際
し
最
も
…
關
係
深
き
地
に
し
て
、
而
も
其
の
原
本
に
は
縫
難
人
を
群
す

る
鮎
ト
夷
懸
の
丈
字
な
以
て
し
ぬ
れ
ば
、
清
代
に
於
て
轍
…
碍
の
禁
の
嚴
な
る
に

配
し
，
総
に
其
の
明
實
錐
等
よ
り
引
用
ぜ
ろ
部
分
は
皆
無
な
削
り
て
窒
白
と

ぜ
ら
れ
、
夷
携
の
丈
字
は
改
鼠
ぜ
ら
れ
て
殆
ん
ど
完
ホ
無
か
り
き
し
然
る
に

第
四
巻
　
　
紹

介

博
士
多
年
苦
心
捜
索
の
結
菓
幸
に
も
原
本
の
魚
影
海
留
め
し
浅
撰
卿
虞
年
珍

藏
の
窩
本
布
得
、
之
に
よ
り
て
刊
本
な
校
訂
し
得
罵
る
の
み
な
ら
す
、
明
實

鉄
等
に
よ
り
て
共
の
不
畷
の
章
を
校
補
し
。
叉
引
用
書
に
し
て
下
獄
の
書
と

な
り
刊
本
に
芙
の
筈
名
の
瞬
除
¢
ら
れ
あ
る
も
の
も
悉
く
其
の
奮
に
復
し
六

れ
ば
，
此
の
書
の
完
本
は
之
を
得
て
始
め
て
親
ろ
を
得
べ
く
、
吾
人
の
諜
く

感
謝
に
描
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
、
第
一
巻
は
ホ
苦
の
第
十
」
二
饗
直
な
欺
め
た

れ
ば
十
閃
回
巻
よ
り
十
山
ハ
魅
迄
ぽ
次
…
鰐
に
遡
行
ぜ
．
b
ろ
、
な
り
0
べ
し
G
（
非
賓
口
賊

満
裳
叢
書
刊
番
謡
韓
行
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
あ
　
ロ
　
む

　
　
　
　
爾
〉
”
着
旧
雰
一
調
蟹
融
爬
笈
　
　
轄
叩
山
ハ
…
南
外

　
本
属
書
画
顧
第
六
集
な
公
刊
す
る
に
至
れ
る
は
幸
慶
と
謂
ふ
べ
・
し
〇
　
一
…
妖

八
本
共
の
敗
む
る
所
は
腺
累
館
書
憾
蕉
妙
本
、
唐
石
経
考
晃
質
入
憧
手
爲

本
，
焼
石
綴
考
異
補
手
為
本
、
尊
報
記
庸
人
爲
巻
子
本
の
各
種
に
し
て
、
支

那
學
に
士
心
あ
る
者
の
一
型
渦
一
す
べ
か
ら
ざ
る
野
座
二
本
な
ろ
べ
し
Q
　
（
頂
五
、
○

○
）
　
　
　
　
　
む
　
ぴ
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
ぴ
　
ゆ

　
　
　
　
愈
串
國
鳥
指
丈
學
史
　
謝
元
量
編

　
束
洋
丈
學
の
淵
藪
ぬ
る
支
那
は
猫
に
男
子
に
司
馬
蓬
、
漏
壷
之
、
瀧
老
泉

李
白
，
粒
落
の
如
き
丈
鷹
を
出
親
ぜ
し
め
し
の
み
な
ら
す
、
女
子
に
於
て
も

察
談
、
暫
火
家
以
下
閣
秀
作
家
に
乏
し
か
ら
す
、
本
書
に
編
者
の
多
年
経
子

吏
「
集
に
遜
り
て
荷
も
嬬
女
の
丈
學
に
闘
係
あ
る
者
は
悉
く
共
の
事
蹟
か
綴
り

併
ゼ
て
其
の
名
作
准
も
揚
載
《
ろ
艇
利
な
る
編
纂
物
な
り
。
全
編
な
分
つ
こ

ノ

塔
三
號

一
黒
印
　
（
五
〇
七
）

◆

、



第
四
巻
　
　
紹

介

と
三
、
第
一
編
は
上
古
、
二
女
重
鎖
第
二
編
は
雨
漢
、
魏
膏
南
北
勝
、
唐
五
代

奄
鰍
為
し
，
第
三
編
は
宍
遼
と
元
明
な
敗
む
。
　
（
定
償
一
元
馬
角
、
串
笹
書

逮
局
婁
行
）
〔
以
上
那
波
）

　
　
　
　
播
肥
亀
ρ
州
詳
¢
ノ
＜
9
．
ぎ
昌
臼
・
二
↑
】
る
謬
♂
，
o
ゴ
銘
。
錺
。
鴨
筈
。

　
　
　
　
　
ソ
【
【
ぎ
基
凱
。
＝
3
ピ
q
」
っ
冒
乙
・
ぎ
お
駅
）

　
本
書
は
遁
世
思
想
の
櫛
．
遙
な
蹴
き
ず
、
靭
同
上
督
敏
の
時
代
よ
リ
托
鉢
総
團

成
立
期
。
』
及
べ
る
も
の
な
り
G
著
者
に
先
づ
モ
ナ
ス
チ
シ
ズ
ム
の
思
想
が
初

期
幕
督
敏
界
に
饗
虚
し
來
る
外
的
並
に
内
的
因
由
な
訊
ぎ
，
其
一
般
的
特
質

な
纂
げ
、
　
ベ
ネ
ヂ
〃
下
派
以
荊
の
原
始
的
時
代
に
於
け
る
量
子
制
度
よ
リ
漸

吹
こ
の
患
想
主
義
が
機
旨
し
行
け
る
過
根
な
討
ね
、
聖
べ
．
昂
ヂ
ク
｝
及
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
の
顔
現
な
二
個
の
中
心
鮎
と
す
ろ
該
期
間
の
推
移
な
蓮
べ
て
托
鉢

鱈
國
の
性
質
に
及
び
、
最
後
に
遁
世
生
義
の
使
命
な
論
じ
て
編
な
結
べ
リ
。

郎
ち
本
書
は
導
ら
モ
ナ
ス
チ
シ
ズ
ム
の
興
隆
愚
な
取
級
へ
る
も
の
に
し
て
、

こ
の
方
面
の
研
究
に
…
些
し
て
造
詣
版
ろ
深
春
著
者
が
、
こ
の
種
の
晋
蓮
に
往

々
艶
れ
難
き
哲
學
的
黒
蝿
に
遡
ぜ
マ
し
て
胞
迄
史
的
考
察
の
懸
度
か
失
は
す

鋳
晶
貰
蕊
鳳
ろ
勢
作
ん
徴
公
に
、
し
謬
る
は
多
と
す
べ
’
音
も
の
な
る
べ
し
。
　
豊
ハ
研
ω
雅
網
中

に
は
…
問
々
い
首
論
一
4
し
難
目
貼
あ
る
べ
く
、
　
殊
に
第
一
章
の
鮪
輔
括
、
的
転
戸
山
に
…
齢
し

て
は
異
論
勘
か
ら
ざ
る
べ
し
と
錐
も
、
兎
に
角
從
楽
公
列
煙
ら
れ
た
ゐ
患
聖

上
よ
り
ぜ
る
惜
院
研
究
の
蓮
作
中
に
於
て
は
鱗
然
藪
角
な
銭
け
う
も
の
な
ら

ん
。

第
三
號

一
五
四
　
（
五
〇
八
）

　
　
　
　
⑭
Q
三
｛
書
き
ゑ
受
◎
敦
｝
℃
○
藁
ぎ
」
門
’
毫
o
a
G
鉱
匙

　
　
　
　
　
出
黛
。
受
亀
竃
＆
。
彰
寧
一
同
。
筍
・
（
学
。
ゲ
累
Φ
ぐ

　
　
　
　
　
嘱
3
ぎ
ぢ
乙
）

　
本
書
は
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
＝
3
・
曾
氏
が
彼
地
に
於
け
る
カ
レ
ツ
ヂ
敏
科
鴻
と

し
て
　
纂
し
た
る
も
の
に
し
て
、
第
一
巻
は
一
五
〇
〇
一
一
八
一
五
年
第
二

懸
は
一
八
一
五
一
一
九
一
五
年
の
時
期
な
取
級
ひ
居
れ
リ
G
著
者
は
其
昌
的

に
適
ふ
や
う
に
近
代
叢
論
書
籍
に
於
け
る
臨
瀦
の
政
治
及
菰
懸
口
的
登
展
の
経

路
な
極
め
て
手
際
よ
く
三
聖
し
居
り
、
豫
に
最
廼
世
の
部
分
に
カ
を
注
ぎ
芙

分
署
も
全
篇
の
牛
ぼ
を
占
め
居
り
、
出
果
榮
え
も
亦
他
の
都
分
よ
リ
へ
優
り

居
る
が
如
し
。
第
一
巻
中
に
拝
め
ら
れ
六
る
前
代
三
世
紀
問
の
誕
事
ほ
こ
れ

に
蜀
比
し
て
確
に
遜
色
あ
る
べ
く
、
間
々
精
到
な
欠
け
る
箇
翫
紗
し
と
ぜ
す
。

蒲
も
大
体
に
於
て
巧
妙
な
ろ
共
鵜
蓮
方
法
は
篇
中
挿
入
の
滲
考
地
羅
各
章
宋

に
附
為
る
謬
鉱
害
臼
及
精
密
な
る
索
引
と
棺
五
っ
て
駄
洲
近
泄
奥
學
修
詣
の

畏
好
な
る
饗
雷
害
と
し
て
推
奨
す
べ
き
も
の
な
り
。
〔
以
上
植
村
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
り
　
り
　
り
　
り
　
り

　
　
　
　
①
海
釜
殖
艮
地
塊
箆
　
　
外
務
省
癒
商
局
編

　
海
三
熱
畏
地
（
馬
來
聯
那
な
含
ま
す
）
に
つ
き
て
、
其
政
治
、
人
種
、
入
口
、

産
業
，
宗
歌
、
交
短
等
な
蓮
べ
た
リ
、
統
計
的
の
慮
多
け
れ
ど
も
此
地
方
の

こ
と
布
記
し
ぬ
る
邦
丈
の
も
の
と
し
イ
、
は
、
唯
一
の
港
蓼
諮
鳴
る
べ
し
、
就

中
人
種
宗
敬
、
纏
濟
等
の
記
事
最
も
見
る
べ
し
。
（
耳
門
、
八
○
　
啓
成
砒
嶺

行
）

停

驚


